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○
弁
論
大
会
で
入
賞
！ 

 

十
一
月
九
日(

水)  

岡
山
県
高
等
学
校
弁

論
大
会
が
お
か
や
ま
山
陽
高
校
で
開
催
さ

れ
、
本
校
が
団
体
三
位
（
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
岡
山
さ
つ
き
賞
）
に
、
園
芸
科
学
科
二

年
大
森
さ
ん
が
六
位
優
秀
賞
に
、
園
芸
科
学

科
一
年
澤
君
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。  

○
歴
史
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦 

 

十
一
月
十
三
日(

日)  

高
校
生
に
よ
る
岡

山
の
歴
史
・
文
化
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
本
校

の
「
歴
女
【
レ
キ
ジ
ョ
】」
生
活
デ
ザ
イ
ン
科

二
年
花
井
さ
ん
が
、『
岡
山
城
に
行
っ
て
Q
』

と
題
し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
優
秀
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
夏
休
み
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り

組
み
、
岡
山
城
の
成
り
立
ち
や
、
戦
国
大
名

の
業
績
な
ど
を
堂
々
と
紹
介
し
ま
し
た
。
特

に
、
岡
山
城
主
宇
喜
多
秀
家
と
そ
の
妻
の
豪

姫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
現
在
ま
で
続
く
八
丈

島
と
岡
山
の
交
流
を
物
語
る
内
容
で
、
過
去

と
現
在
が
つ
な
が
る
、
歴
史
を
学
ぶ
醍
醐
味

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
花
井
さ
ん
の

発
表
は
、
教
科
書
に
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い

な
い
地
域
の
歴
史
を
調
べ
る
こ
と
で
、
文
化

財
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
、
自
分
な
り
の
歴
史

解
釈
を
創
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
点
が
講
評

で
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン 

グ
ラ
ン
プ
リ 

ベ
ス
ト
１
０
０ 

 

日
本
政
策
金
融
公
庫
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
生
物
生
産
科
二
年
生

が
応
募
し
た
結
果
、
総
応
募
数
２
６
６
２
グ

ル
ー
プ
中
、「
葉
酸
タ
マ
ゴ
の
販
売
プ
ラ
ン
」

が
ベ
ス
ト
１
０
０
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
校

の
入
選
は
二
年
連
続
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

○
特
殊
詐
欺
防
止
「
川
柳
」
表
彰 

 

十
月
十
三
日
（
木
） 

赤
磐
市
と
赤
岩
警

察
署
が
主
催
し
た
「
特
殊
詐
欺
防
止
川
柳
」

に
、
国
語
の
授
業
を
利
用
し
て
参
加
し
、
四

人
が
入
賞
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
賞 

「
こ
わ
い
の
は 

大
丈
夫
だ
と 

思
う
こ
と
」 

 
 

 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
三
年 

田
中
さ
ん 

「
疑
お
う 

優
し
い
心
を 

鬼
に
し
て
」 

 
 

 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
三
年 

守
田
さ
ん 

「
騙
さ
れ
た 

気
づ
い
た
時
に
は
も
う
遅
い
」 

 
 

 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
二
年 

藤
原
さ
ん 

警
察
署
長
賞 

「
電
話
き
て 

金
の
話
は 

赤
信
号
」 

 
 

 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
三
年 

青
木
さ
ん 

 

○
生
物
生
産
科
飼
育
類
型 

動
物
交
流 

 

十
月
十
八
日(

火)  

地
域
の
親
子
ク
ラ
ブ

と
の
動
物
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
雨
で
中
止
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
日
は
予
定
ど
お
り
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
テ
レ
ビ
も
取
材
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
飼
育
類
型
の
三
年
生
は
、
自
分
達

で
作
っ
た
ク
イ
ズ
な
ど
を
し
て
、
動
物
と
の

接
し
方
を
優
し
く
教
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

動
物
へ
の
え
さ
や
り
体
験
を
し
、
優
し
い
時

間
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

 

瀬
戸
南
ニ
ュ
ー
ス 

 

い
の
ち
と
心
の
教
育
で
人
づ
く
り 

○
園
芸
科
学
科
野
菜
類
型 

交
流
会 

十
月
十
九
日(

水)  

野
菜
類
型
三
年
生

が
、
江
西
小
学
校
二
年
生
と
一
緒
に
サ
ツ
マ

イ
モ
を
掘
り
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
六

月
に
小
学
生
と
植
え
て
生
徒
が
交
替
で
水
や

り
を
し
て
管
理
し
た
も
の
で
す
。
今
年
は
暑

い
夏
だ
っ
た
の
で
サ
ツ
マ
イ
モ
が
枯
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
し
て
結
構
大
変
で
し
た
。
生
徒

も
、
五
回
目
の
交
流
会
だ
っ
た
の
で
小
学
生

に
も
慣
れ
て
、
楽
し
そ
う
に
一
緒
に
掘
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

 

 

○
生
物
生
産
科
栽
培
類
型 

稲
刈
り 

十
月
二
十
六
日(

水)  

栽
培
類
型
三
年
生

が
、
江
西
小
学
校
五
年
生
と
稲
刈
り
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
六
月
に
田
植
え
を
一
緒
に
行

い
、栽
培
管
理
を
ず
っ
と
し
て
き
た
稲
で
す
。

ま
た
今
年
は
、
岡
山
県
警
く
ら
し
安
全
安
心

課
の
依
頼
で「
特
殊
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
米（
ま

い
）」と
し
て
地
域
の
方
に
配
布
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
県
警
の
方
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
環
太

平
洋
大
学
の
学
生
さ
ん
、
そ
し
て
も
も
っ
ち

も
一
緒
に
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
お
米
を
使
っ
て
、
十
二
月
に
小
学
生

が
お
米
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
し
て
く
れ
る
予

定
で
す
。 

 

 

○
桃
源
祭
！
！
！ 

 

五
月
に
生
徒
の
直
接
投
票
に
よ
り
決
定
し

た
二
日
間
開
催
の
桃
源
祭
が
、
十
一
月
二
・

三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
三
日
は
展
示
発
表
と
模
擬
店
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
好
評
で
し
た
。
今

年
の
体
育
祭
が
雨
の
た
め
集
団
演
技
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
分
、
こ
の
桃
源
祭
で
ク
ラ

ス
の
団
結
力
が
よ
り
強
く
発
揮
さ
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

 

尚
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

ス
テ
ー
ジ
の
部 

 
 

最
優
秀
賞 

生
物
生
産
科
二
年 

 
 

 

優
秀
賞 

園
芸
科
学
科
二
年
Ｃ
組 

 
 

 

特
別
賞 

川
柳
委
員
会 

 

展
示
の
部 

 
 

最
優
秀
賞 

生
物
生
産
科
一
年 

 
 

 

優
秀
賞 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
一
年 

 
 

 

特
別
賞 

華
道
部 

 

ク
ラ
ス
旗
の
部 

 
 

最
優
秀
賞 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
三
年 

 
 

 

優
秀
賞 

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
二
年 

 
 

 

優
秀
賞 

生
物
生
産
科
二
年 
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